
【研
修
報
告
】

大
阪
大
学
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「第
４
回
全
国
高
等
学
校
歴
史
教
育
研
究
会
」
参
加
報
告

過
去
４
年
間
、
夏
の
恒
例
行
事
で
あ

っ
た
大
阪
大
学
主
催
の
高
等
学
校
歴
史

研
究
会

（初
回
は

「世
界
史
教
育
研
究
会
」
）
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
の
満
期
を
む

か
え
今
回
が
最
後
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
換
わ
る
あ
る
い
は
継
続
す
る
　
′
試
み
が
何

ら
か
の
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
本
県
の
歴
史
分
科
会
で
は
新
た

な
企
画
を
計
画
中
で
あ
る
。
で
は
、
前
年
夏
の
研
究
会
の
報
告
を
し
て
お
く
。

第

一
日

（八
月

一
日
）

初
日
、
午
後
の
講
演
は
森
安
孝
夫
教
授
に
よ
る

「世
界
史
上
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
と
唐
帝
国
」
の
講
義
で
始
ま

っ
た
。
日
本
人
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
に

惹
か
れ
る
の
は
、
唐
が
仏
教
王
国
で
あ
り
東
ア
ジ
ア
文
明
圏
を
形
成
し
て
日
本

文
化
に
大
き
な
影
響
を
持

っ
た
た
め
だ
が
、
そ
の
唐
の
評
価
を
新
し
い
視
点
で

展
開
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
の
講
演
要
旨
と
重
な
る
も
の
が
あ
る

の
で
、
要
点
だ
け
を
列
挙
し
て
お
く
。

＊
「世
界
史
の
構
想
」
。
経
済
力

（食
料
生
産
力

・
商
工
業

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
、

軍
事
力
、
情
報
収
集
伝
達
能
力
に
着
目
し
、
長
期
波
動
を
８
段
階
に
区
分
。

＊
四
～
五
世
紀
の
東
西
の
民
族
大
移
動
は
、
遊
牧
騎
馬
民
族
の
侵
入
に
よ
る
。

一
〇
世
紀

「征
服
王
朝
」
か
ら

一
三
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
、
さ
ら
に
オ
ス
マ
ン
、

テ
ィ
ム
ー
ル
、
ム
ガ
ル
、
清

へ
続
く
。

＊
中
国
歴
代
諸
王
朝
の
半
分
は
非
漢
人
系
。
中
央
ア
ジ
ア
～
西
ア
ジ
ア
を
支
配

し
た
王
朝
の
大
部
分
は
ト
ル
コ
系
。

＊
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
単
な
る

「三
本
の
道
」
で
は
な
く
、
奢
修
品
中
継
貿
易
の

「ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
南
北
に
も
走
る
。

＊
ソ
グ
ド
人
東
方
発
展
史
研
究
の
新
動
向
の
報
告
。
武
人

・
外
交
官

・
政
治
家

と
し
て
中
国
で
活
動
、
隋
末
唐
初
に
軍
団
を
形
成
し
唐
の
建
国
に
貢
献
し
、

「玄
武
門
の
変
」
に
も
助
力
し
て
い
る
。

＊
唐
の
本
質
は
拓
域
国
家
で
多
民
族
国
家
。
建
国
の
担
い
手
は
鮮
卑
拓
跛
氏
の

後
裔
プ
ラ
ス
漢
人
集
団
。
建
国
時
は
東
突
厭
の

「臣
属
国
」
。
六
三
〇
年
、

太
宗
李
世
民
が
東
突
蕨
を
征
服
し
、
草
原
世
界
の
覇
者

「天
可
汗
」
の
称
号

を
奉
ら
れ
る
が
、
西
突
蕨
が
存
在
。
真
の

「世
界
帝
国
」
で
は
な
い
。

＊
唐
が

「世
界
帝
国
」
た
る
の
は
、
西
突
蕨
の
征
服
か
ら
安
史
の
乱
ま
で
。
以

後
は
ウ
イ
グ
ル

・
テ
ィ
ベ
ッ
ト
の
侵
入
に
悩
む
弱
体
政
権
に
転
落
し
た
。

第
二
日

（八
月
二
日
）

森
安
教
授
は
百
枚
を
越
す
質
問
票
に
、
Ａ
４
版
５
枚
の
メ
モ
を
配
布
し
て
回

答
し
た
。
前
日
夜
に
質
問
を
見
て
朝
６
時
か
ら
回
答
を
作
成
さ
れ
た
熱
意
に
は

頭
が
下
が
る
。　
一
部
を
紹
介
す
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
を
唐
代
に
は

「回
教
」
と
は
呼
ば
ず
、
其
教
／
聖
教
と
呼
ん
で

い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ウ
イ
グ
ル
商
人
は
ほ
と
ん
ど
が
仏
教
徒
。
他
方
、
旧

カ
ラ
ハ
ン
朝
や
ホ
ラ
ズ
ム
朝
出
身
の
ト
ル
コ
系
商
人
は
、
同
じ
ト
ル
コ
語
を
話

す
ム
ス
リ
ム
で
、
そ
れ
が
回
回
商
人
と
呼
ば
れ
た
、
等
々
。

続
く
平
雅
行
教
授
の
講
演

「鎌
倉
新
仏
教
論
は
な
ぜ
破
綻
し
た
か
」
。
法
然
、

親
鸞
、
道
元
、
日
蓮
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「鎌
倉
新
仏
教
」
に
つ
い
て
。

戦
後
の
日
本
史
学
で
は
、
中
世
は
武
士

（在
地
領
主
）
の
時
代
で
、
鎌
倉
新

仏
教
が
中
世
的
な
仏
教
、
律
宗
、
天
台
宗
、
法
相
宗
は

「旧
仏
教
」
と
さ
れ
る
。

し
か
し

「中
世
」
は
封
建
貴
族
に
再
生
し
た
貴
族

。
寺
社
と
武
士
と
の

「協
調

の
時
代
」
で
、
依
然
旧
仏
教
の
思
想
的
影
響
が
圧
倒
的
で
、
「鎌
倉
新
仏
教
」

の
影
響
力
は
民
衆
の
中
で
は
少
数
派
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

「鎌
倉
新
仏
教
」
と

は
、
近
世

（江
戸
時
代
）
に
宗
派
と
し
て
認
め
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
に
宗
祖
を
持
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つ
も
の
に
過
ぎ
ず
、
判
断
基
準
は
近
世
に
あ
る
。
そ
の
た
め

「鎌
倉
新
仏
教
」

を
中
世
仏
教
史
の
分
析
概
念
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
有
害
無
益
で
あ
る
、
と
カ

説
し
た
。

「旧
仏
教
」
は
中
世
に
お
い
て
質
的
転
換
を
果
た
し
て
い
た
。
律
令
体
制
の

破
綻
、
国
家
財
政
の
危
機
に
よ
り
僧
尼
は
特
権
を
失

っ
た
。
し
か
し

一
方
で
、

貪
欲
な
受
領
と
粗
暴
な
武
士
に
よ
る
国
衛
支
配
の
強
化
に
対
し
、
民
衆
と
寺
社

（悪
僧

・
神
人
）
ら
が
抵
抗
。
こ
れ
が

「旧
仏
教
」
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

ま
た
悪
人
成
仏

・
女
人
往
生
思
想
も
漫
透
し
、
平
安
末
期
に
は
戒
律
重
視
の
運

動
が
お
き
、
鎌
倉
時
代
に
は
僧
侶
の
武
装
も
不
要
に
な
る
。
こ
う
し
て
権
力
に

従
順
で
宗
教
的
情
熱
に
満
ち
、
清
廉
潔
白
な
僧
侶
た
ち
が
、
朝
廷
や
幕
府
か
ら

寺
社
再
建
事
業
や
交
通
路
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
の
受
皿
と
し
て
重
用
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち

「貴
族
仏
教
」
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
然
、
親
鸞
、
道
元
「
日
蓮
は
、
こ
の
よ
う
な
支
配
へ
の
仏
教
の
利
用
に
反

発
し
、
仏
法
の
も
と
の
平
等
を
説
き
権
力
か
ら
の
自
由
を
求
め
、
異
端
と
し
て

弾
圧
さ
れ
た
。
戦
国
時
代
以
降
に
は
現
世
で
な
く
来
世
の
祈
り
が
中
心
の
葬
式

仏
教
が
発
展
す
る
。
そ
し
て
浄
土
宗

・
真
宗

。
日
蓮
宗

・
吉
田
神
道
な
ど
が
爆

発
的
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
。

午
後
前
半
は
秋
田
茂
教
授
の

「
一
九
二
〇
～

一
九
五
〇
年
代
ア
ジ
ア
国
際
秩

序
と
イ
ギ
リ
ス
帝
国
―
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
視
点
か
ら
―
」
。

一
九
三
〇
年
代
、
オ
タ
ワ
会
議
以
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
入
は
プ
ロ
ッ
ク
外

に
も
か
な
り
及
ん
で
い
た
。
金
融
面
で
も
中
国
国
民
政
府
は

一
九
三
五
年
の
幣

制
改
革
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ

・
ポ
ン
ド
圏
内
に
入
っ
て
い
る
。
日
本
も
、
英
領

イ
ン
ド
帝
国
と
の
第

一
次
日
印
会
商

（
一
九
三
三
～
三
四
）
に
お
い
て
原
綿
の

輸
入
と
綿
製
品
の
輸
出
を
し
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、　
一
九
五
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
に
お
け
る
ス

タ
ー
リ
ン
グ
圏
の
経
済
的
重
要
性
は
継
続
し
た
。
し
か
し
低
開
発
ス
タ
ー
リ
ン

グ
圏
諸
国
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
消
費
財
供
給
は
不
十
分
で
、
日
本
は
繊
維
製
品
を

こ
れ
ら
の
諸
国
に
輸
出
し
た

（
一
九
五

一
年
の
輸
出
の
４５
％
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ

圏
向
け
）
。　
一
方
、
日
本

へ
の
輸
出
は

一
九
五
二
年
で
圏
外
輸
出
の
１２
％
を
占

め
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
原
綿
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
麦
、
英
領
マ
ラ
ヤ
の
鉄
鉱

石
、
イ
ン
ド
の
第

一
次
産
品
と
雑
貨
な
ど
が
主
で
、
ア
ジ
ア
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ

圏
と
日
本
の
経
済
復
興
は
、
互
い
に
積
極
的
に
利
用
し
あ
っ
て
い
た
。
従

っ
て

ァ
メ
リ
カ
の
経
済
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
東
ア
ジ
ア
で
は
二
九
五
〇
年
代
に
は
ま
だ

「留
保
」
が
つ
く
。
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
推
移
は
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
論
の
基
本
で

あ
る
が
、
単
純
に
図
式
化
は
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

午
後
の
後
半
は
、
桃
木
至
朗
教
授
の

「東
南
ア
ジ
ア
史
　
誤
解
と
正
解
」
。

高
校
で
東
南
ア
ジ
ア
史
を
教
え
る
意
義

・
方
法

。
課
題
、
東
南
ア
ジ
ア
史
を
研

究
す
る
視
角
を
提
示
し
、
続
い
て
教
科
書
や
大
学
入
試
問
題
に
お
け
る
東
南
ア

ジ
ア
史
の
記
述
の
誤
り
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。

【表
　
記
】
ゴ
ー
＝
デ
イ
ン
ロ
ジ
エ
ム
が
現
地
音
に
近
い
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
姓
の

種
類
が
少
な
く
、　
一
般
に
は
最
後
の
字
で
呼
ぶ
の
で
、
「ゴ
政
権
」
は
間
違
い

で

「ジ
エ
ム
政
権
」
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は

「イ
ス
ラ
ー
ム
」
で
な
く

「イ

ス
ラ
ム
」
と
発
音
し

「サ
レ
カ
ツ
ト

・
イ
ス
ラ
ム
」
が
正
し
い
。
現
地
語
主
義

も
程
度
問
題
で
あ
る
と
の
こ
と
。

【地
　
図
】
サ
イ
ゴ
ン

（ホ
ー
チ
ミ
ン
）
は
メ
コ
ン
川
水
系
で
は
な
く
、
ナ

イ

・
サ
イ
ゴ
ン
川
水
系
。
「
メ
コ
ン
デ
ル
タ
に
あ
る
サ
イ
ゴ
ン
」
は
誤
り
。
ハ

ノ
イ
の
外
港
ハ
イ
フ
オ
ン
は

一
九
世
紀
開
港
。　
一
七
世
紀
の
日
本
船
寄
港
は
あ

り
え
な
い
。
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
は
港
市
国
家
の
連
合
体
で
領
域
支
配
は
し
て
な
い

か
ら
最
大
版
図
の

「色
塗
り
」
は
無
理
。

【そ
の
他
】
ジ
ャ
ワ
島
の
歴
史
は

「仏
教
↓
ヒ
ン
ド
ウ
教
↓
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
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三
段
階
で
は
な
く
、
「仏
教

・
ヒ
ン
ド
ゥ
教
併
存
↓
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
二
段
階
。

セ
デ
ス
流
の

「紀
元
後
に
イ
ン
ド
人
移
民
に
よ

っ
て
国
家
が
形
成
」
は
誤
り
で
、

紀
元
前
後
に
初
期
国
家
形
成
が
進
み
、　
一
～
二
世
紀
こ
ろ
メ
コ
ン
デ
ル
タ
中
心

に
港
市
国
家
連
合

（中
国
史
書
で

「
扶
南
」
）
が
成
立
、
が
適
切
。
陳
朝

の

「
チ
ュ
ノ
ム
」
は
、
日
本
の
万
葉
仮
名
や
国
字
と
同
じ
。
漢
字
を
知
ら
な
く
て

も
使
え
る

「
民
族
文
字
」
で
は
な
く
、
カ
ナ
や
ハ
ン
グ
ル
と
同
列
に
は
扱
え
な

官
の
不
満
が
吉
田
神
道
の
発
展
の
背
景
に
あ
っ
た
。

宗
教
論
の
観
点
か
ら
平
教
授
は
言
う
。
神
仏
に
は
は
っ
き
り
と
し
た
異
質
牲

が
あ
る
。
仏
は

「戦
わ
な
い
」
が
、
神
は

「戦
う
」
。
読
経
や
祈
祷
が
、
神
の

戦
う
力
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。
戦
没
者
を

「神
∵
神
兵
と
し
て
祀
る
」
と
は
、

徴
兵
を
解
除
せ
ず
戦
い
を
強
制
し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
靖
国
神
社
は

「鎮
魂
」

の
社
で
は
な
い
。

阿
弥
陀
仏
の
救
済
対
象
は
聖
人
君
主
で
は
な
く
、
普
通
の
凡
夫
で
あ
る
と
の

考
え
は
、
中
国
浄
土
教
以
来
の
伝
統
的
普
遍
的
考
え
で
あ
り
、
「悪
人
正
機
説
」

は
親
鸞
の
独
創
で
は
な
か
っ
た
、
等
々
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

秋
田
教
授
の
回
答
。
イ
ン
ド
棉
は
短
繊
維
で
厚
手
の
安
価
な
綿
布
を
織
る
の

に
使
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
棉
は
長
繊
維
で
薄
手
の
綿
布
を
触
る
の
に
用
い
ら
れ
た
。

大
阪
の
紡
績
業
の
競
争
力
は
そ
の
両
者
の
混
棉
を
用
い
る
技
術
に
あ
っ
た
。

日
本
は
、
朝
鮮

・
満
州
で

「円
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
形
成
し
た
が
、
金
融
面
で
は
ス

タ
ー
リ
ン
グ
圏
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
。

「
ア
ジ
ア
間
貿
易
」
の
発
展
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
世
界
シ
ス
テ
ム
に
お

い
て

「相
対
的
自
立
性
」
が
あ
り
他
に
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

「自
立
性
」
を
支

え
た
の
は
、
華
僑
や
印
僑
な
ど
の
ア
ジ
ア
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
つ
た
。

桃
木
教
授
の
回
答
。
マ
ジ
ャ
パ
ヒ
ト
の

「色
塗
り
」
は
、
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ

ヤ
や
マ
ラ
ッ
カ
王
国
に
も
あ
て
は
ま
り

「
ゆ
る
や
か
な
連
合
体
の
盟
主
」
と
い

う
程
度
。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
は
ま
と
も
な
領
域
を
持
た
ず
、
食
料
す
ら
自
給
で
き

ず
ミ
ヤ
ン
マ
ー

・
タ
イ
か
ら
輸
入
し
て
い
た
。
バ
ン
コ
ク
朝
の
正
式
な

「自
称
」

は

「
ラ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
朝
」
。
ア
ン
コ
ー
ル
時
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
二
六
人
の

う
ち
、
血
縁
で
王
位
を
継
い
だ
と
い
え
る
の
は
八
人
だ
け
。

現
地
人
は
ひ
た
す
ら
暴
力
的
に
弾
圧

・
搾
取
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
通
俗
的

植
民
地
支
配
理
解
は
、
「
か
わ
い
そ
う
な
弱
い
人
々
」
と
い
う
蔑
視
と
紙

一
重

桃
木
教
授
は
、
教
科
書
を
信
じ
る
発
想
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
た
め
に
詳
し
く
説
明
す
る
の
は
よ
い
が
、
暗
記
す
る
項
目

は
ミ
ニ
マ
ム
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。

第
二
日

（八
月
二
日
）

午
前
の
部
前
半
は
、
３
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
回
答
を
用
意
し
、　
一
人
三
〇
分
、

プ
ラ
ス
質
疑
応
答
三
〇
分
で
、
計
二
時
間
に
お
よ
ん
だ
。

平
教
授
の
回
答
の
紹
介
。
古
代
の
荘
園
に
は

「住
民
」
が
い
な
い
。
領
域
が

あ
り
、
山
野
河
港

・
田
畠

・
村
落
が
あ
る
荘
園
が
登
場
す
る
の
は
院
政
時
代
。

や
っ
と
荘
園
制
は
成
立
し
応
仁
の
乱
ま
で
続
く
。
こ
の
時
代
を
中
世
と
呼
ぶ
が
、

単
純
に

「武
士
の
時
代
」
と
規
定
で
き
な
い
。
「武
士
の
時
代
」
と
い
う
位
置

づ
け
は
、
日
清

ｏ
日
露
期
の
政
治
的
主
張
で
、
「清
新
で
質
実
剛
健
な
幕
府

・

武
士
」
と

「腐
敗
し
た
京
都
」
の
対
比
で
あ
り
、
「東
亜
の
新
興
軍
事
国
家
日

本
」
と

「腐
敗
し
た
中
国
」
へ
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
に
利
用
さ
れ
た
。

石
母
田

「領
主
制
論
」
は
、
武
士
こ
そ
が
中
世
的
世
界
の
唯

一
の
主
体
で
あ

り
、
武
士
に
抵
抗
し
た
神
人

（じ
に
ん
）
を
非
難
し
た
が
、
（武
士
と
は
本
来

人
殺
し
の
暴
力
組
織
―
）
百
姓
は
過
酷
な
武
士
の
支
配
よ
り
は
、
村
落
運
営
の

自
主
性
を
認
め
る
荘
園
領
主
の
支
配
を
望
ん
だ
。

中
世
で
は

「神
仏
同
体
」
だ
っ
た
が
、
僧
侶
に
握
ら
れ
て
い
た
神
社
へ
の
神
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の
憐
憫
を
植
え
付
け
る
危
険
が
あ
る
。
植
民
地
型
開
発
に
よ
り
、
「現
地
の
富

の
絶
対
値
は
減
少
」
で
は
な
く
、
富
も
増
え
人
口
も
増
大
し
て
い
る
。
東
南
ア

ジ
ア
の
推
定
人
口
は

一
六
〇
〇
年
に
二
千
万
人
、　
一
八
世
紀
か
ら
急
増
し
現
在

五
億
人

（結
果
原
生
林
は
消
失
し
つ
つ
あ
る
が
）
。
東
南
ア
ジ
ア
は
、
東
ア
ジ

ア
的
生
真
面
目
さ
を
持
た
ず
、
植
民
地
支
配
へ
の
強
固
な
反
感
よ
り
も
実
利
的

な
関
係
を
重
ん
じ
て
い
る
。
ま
た

「国
民
国
家
の
原
型
」
が
存
在
せ
ず
、
植
民

地
侵
略
者
は

一
国
だ
け
で
は
な
い
の
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
盤
も
憎
し
み

の
対
象
も

一
つ
に
収
飲
し
に
く
い
。
＞
∽
”
＞
Ｚ
は
Ｕ
こ
と
違
い
、
「国
民
国
家
が

互
い
を
強
化
す
る
た
め
の
協
力
装
置
」
と
評
価
さ
れ
る
。

午
前
の
部
最
後
は
大
阪
教
育
大
学
付
属
高
の
笹
川
裕
史
教
諭

「生
徒
が
参
加

す
る
世
界
史
授
業
を
め
ざ
し
て
」
。
１
時
間
の
授
業
の
な
か
に

「感
動
」
を
つ

く
り

（驚
き

ｏ
笑
い
。
納
得

・
共
感
な
ど
）
、
「
モ
ノ
」
「話
術
」
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

「発
問
」
を
通
じ
て
知
識
構
成
主
義
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

「
イ
ベ
ン
ト
」

授
業
の
実
践
報
告
で
あ
る
。

＊
一
六

一
六
年
四
月
二
三
日
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
命
日
だ

が
、
暦
が
違
う
の
で
同
じ
日
に
死
ん
で
い
な
い
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

＊
七
五
三
年
の
大
伴
古
麻
呂
の
遭
唐
使
の
新
羅
と
の
席
次
争
い
。
唐
側
の
措
置

と

「正
史
」
に
記
述
の
な
い
理
由
と
事
件
の
真
偽
を
考
え
さ
せ
る
。

＊
一
四
九
二
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
の

『航
海
誌
』
。
イ
ン
デ
イ
オ
観
察

・
推
測
の

的
確
性
を
指
摘
し
、
イ
ン
デ
イ
オ
を
ど
の
よ
う
に
見
た
か
を
考
え
さ
せ
る
。

し
か
し
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
古
代
へ
の
投
影
、
西
欧

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
無
知

・
独
善
性
の
強
調
な
ど
の
危
う
さ
も
あ
り
注
意
を
要
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

午
後
は
大
学
院
生
や
教
授
も
加
わ
り

「歴
史
学
と
歴
史
教
育
の
連
携
」
に
つ

い
て
４
グ
ル
ー
プ
で
の
討
論
、
そ
の
後
全
体
討
論
が
行
わ
れ
た
。
阪
大
で
の
世

界
史
未
履
修
者
対
策
の
開
始
、大
学
側
が
求
め
る
高
校
生
像
と
大
学
生
の
実
情
、

高
校
教
育
に
求
め
る
こ
と
、
等
々
が
報
告
さ
れ

「ま
と
め
」
が
提
案
さ
れ
た
。

今
後
も
歴
史
学

（大
学
）
と
歴
史
教
育

（高
校
）
の
連
携
に
取
り
組
む
と
し
て
、

以
下
４
点
を
挙
げ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

１
　
大
学
側
の
最
新
の
研
究
成
果
を
高
校
教
員
に
継
続
発
信
す
る
。

２
　
新
旧
の

「枠
組
み
」
が
混
合
し
た
教
科
書
の
内
容
を
改
善
す
る
た
め
大
学

教
員
と
高
校
教
員
が
協
働
で
進
め
て
い
く
。

３
　
教
育
技
術
と
豊
か
な
知
識
を
持
た
ね
ば
ド
多
様
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
な
い
。
大
学
側
は
歴
史
学
の
授
業
を
高
校
教
員
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
積
極
的
に
開
放
す
る
。

４
　
進
学
し
て
く
る
大
学
生
に
対
応
す
る
た
め
、
大
学
側
で
ヽ
高
校
教
育
の
現

状
を
注
意
深
く
把
握
し
、
そ
れ
に
見
合

っ
た
大
学
教
育
を
展
開
し
て
い
く
。

過
去
四
回
、
全
国
四
十
三
都
道
府
県
約
二
六
〇
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、

今
回
の
研
究
会
も
満
員
。
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材
も
あ

っ
た
。
こ
の
研
究
会
を

報
じ
た
新
聞
記
事
を
掲
載
し
て
お
く
。

神
奈
川
県
で
は
、
世
界
史
研
究
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
こ
の
研

究
会
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
毎
年
十
名
前
後
が
参
加
し
て
き
た
。
今
回
六
名
の

推
進
委
員
を
含
め
九
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
縁
で
二
〇
〇
六
年
三
月
の
歴
史
分

科
会
研
究
発
表
会
で
は
講
演
■
桃
木
教
授
を
お
招
き
し
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年

二
月
に
は
森
安
教
授
の
講
演
が
実
現
し
た
。大
阪
大
学
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
の
研
究
会
継
続
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

（厚
木
商
業
高
校
　
小
林
克
則
）

追
記
　
四
名
の
教
授
が
講
演
時
に
配
布
し
た
レ
ジ
ユ
メ
は
大
阪
大
学
文
学
部
東

洋
史
学
研
究
室
Ｈ
Ｐ
に
て
閲
覧
で
き
る
。

Ｆ
一
ぼ

＼
＼
１

■

■

・】ｏ
■
Ｏ
∽
”
Ｆ
や

Ｆ

”
ｏ
・ピ

ヽ
一
〇
く
ｏ
∽
【＼
日

”
Ｆ

＼
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朝
日
新
聞

（夕
刊
）
二
〇
〇
六

（平
成
１８
）
年
８
月
２２
日
付

世
界
水
準
の
研
究
拠
点
形
成

を
狙
う
と
い
う
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

は
、
人
文
系
は
海
外
の
研
究
者

を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
流

行
だ
が
、
大
阪
大
の
歴
史
研
究

者
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
異

色
だ
。
教
育
現
場
に
最
新
の
研

究
成
果
を
伝
え
る

「臨
床
の
歴

史
学
」
を
目
指
す
と
し
て
、
全

国
の
高
校
教
員
の
旅
費
に
予
算

を
充
て
る
。
４
回
目
を
迎
え
た

「全
国
高
等
学
校
歴
史
教
育
研

究
会
」
が
１
日
か
ら
３
日
ま
で

大
阪
府
豊
中
市
の
同
大
で
開
か

れ
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

「阪
大
史
学
の
挑
戦
」
と
の

テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
が
続
い
た
。
森
安

孝
夫
教
授

（中
央
ア
ジ
ア
史
）

は

「世
界
史
上
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
と
唐
帝
国
」
と
題
し
て
、
遊

牧
騎
馬
民
族
の
重
要
性
を
語
っ

た
。
馬
は
最
も
強
力
な
兵
器
で

あ
り
、
そ
れ
を
操
る
遊
牧
騎
馬

民
族
は
情
報
収
集
能
力
も
高
か

っ
た
が
、
農
業
生
産
力
や
そ
の

技
術
を
尺
度
と
す
る
歴
史
観
か

ら
軽
視
さ
れ
て
き
た
と
説
明
。

彼
ら
が
相
次
ぎ
国
を
建
て
た
１０

世
紀
前
後
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の

転
換
点
が
あ
り
、

１３
世
紀
の
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
中
央
ユ
ー
ラ

シ
ア
型
国
家
の
完
成
に
あ
た
る

と
強
調
し
た
。
ま
た
、

「シ
ル

ク
ロ
ー
ド
は
道
で
は
な
く
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
面
と
し
て
理
解

す
る
べ
き
だ
」

「中
国
史
で
は

な
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
を
構
想
し

よ
う
」
な
ど
と
呼
び
か
け
た
。

「鎌
倉
新
仏
教
論
は
な
ぜ
破

綻
し
た
か
」
と
題
し
た
平
雅
行

教
授
（日
本
中
世
史
）
の
講
演

も
刺
激
的
だ
っ
た
。
法
然
、
親

鸞
、
道
元
、
日
蓮
ら
の
思
想
を

知
っ
て
も
鎌
倉
時
代
の
仏
教
を

知
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

い
う
の
だ
。

「鎌
倉
新
仏
教
」

は
江
戸
時
代
に
認
め
ら
れ
た
宗

派
の
う
ち
、
鎌
倉
時
代
の
宗
祖

を
い
た
だ
い
た
も
の
。
鎌
倉
期

に
力
が
あ
っ
た
の
は
法
相
や
天

台
な
ど
の

「
旧
仏
教
」
で
、

「新
仏
教
」
の
社
会

へ
の
影
響

は
戦
国
時
代
ま
で
は
ゼ
ロ
に
近

か
っ
た
、
と
力
を
込
め
た
。

世
界
史
の
教
科
書
に
盛
り
こ

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

「世
界

シ
ス
テ
ム
論
」
に
つ
い
て
は
西

洋
経
済
史
の
秋
田
茂
教
授
が
、

東
南
ア
ジ
ア
史
は
桃
木
至
朗
教

授
が
、
具
体
的
な
例
を
示
し
な

が
ら
解
説
し
た
。

講
演
の
た
び
に
数
十
枚
の
質

問
用
紙
が
集
ま
っ
た
。
翌
日
の

冒
頭
に
回
答
す
る
仕
組
み
で
、

読
む
だ
け
で
も
夜
遅
く
ま
で
か

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
ど
の
教
授

も
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
。
そ

れ
で
も
納
得
で
き
な
け
れ
ば
電

子
メ
ー
ル
で
聞
い
て
ほ
し
い
、

と
の
呼
び
か
け
も
あ
っ
た
。

歴
史
学
は
近
年
、
大
き
く
様

相
を
変
え
、
多
様
な
歴
史
が
唱

え
ら
れ
て
い
る
。
入
試
で
は
よ

り
広
範
囲
に
わ
た
る
細
か
い
知

識
が
求
め
ら
れ
、

一
段
と

「記

憶
の
科
目
」
と
の
様
相
が
強
く

な
り
、
生
徒
の
歴
史
離
れ
が
進

ん
で
い
る
と
の
声
が
強
い
。

「驚
い
た
」

「見
方
が
変
わ

っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
参
加
者

に
は
多
く
、
こ
う
し
た
機
会
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

目
立

っ
た
。
４
年
間
で
の
参
加

者
は
４３
都
道
府
県
に
の
ば
り
、

こ
の
研
究
会
が
き
っ
か
け
と
な

っ
て
教
員
同
士
の
交
流
が
始
ま

っ
た
り
、
類
似
の
研
究
会
が
始

ま
っ
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
終
年
度
で

今
後
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
と

い
う
。

「考
え
方
や
背
景
が
わ

か
る
」
歴
史
教
育
の
実
現
を
目

指
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
熱

意
を
定
着
さ
せ
る
方
策
が
、
行

政
に
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（渡
辺
延
志
）

「臨
床
の
歴
史
学
」
に
熱
気

辮

阪大
高
校
教
員
１２０
人
、意
見
交
換

「像を結ぶ」歴史教育をどう実現する

かをめぐり、参加者の意見交換も熱が

こもった=3日 、大阪大で、同大提供
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